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一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
！



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

　３月１日（金）、大洲保育所で行われた「ひな
祭り集会」を取材しました。
　先生の演じる腹話術のお人形「よっちゃん」
は、園児たちの人気者。よっちゃんのまばたき
や口を開ける仕草に園児たちは大喜びで、楽し
いひな祭りを過ごしていました。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～  あんなところでも、
　　　　　　　 こんなところでも、元気がいっぱい。（特集）

10ページ～ おおずニュース

14ページ～   シリーズ

1₇ページ   まちのわだい

1₈ページ～  おしらせ

25ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

2₈ページ  がんばるひと（大洲臥龍太鼓保存会）

　

僕
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

始
め
た
水
泳
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
水
泳
教
室
に
は
、
ほ
か
の

学
校
の
友
達
も
た
く
さ
ん
い
る

の
で
、
毎
週
通
う
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。

　

菅
田
小
学
校
の
先
生
や
友
達

は
、
み
ん
な
優
し
く
明
る
い
人

た
ち
ば
か
り
で
す
。
地
域
の
人

た
ち
も
、
い
つ
も
僕
た
ち
に
声

を
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

　

僕
は
車
が
好
き
な
の
で
、
将

来
は
車
の
整
備
士
に
な
り
た
い

で
す
。
た
だ
車
を
修
理
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
車
に
乗
る
人

の
こ
と
も
思
い
や
る
こ
と
の
で

き
る
整
備
士
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

picture 写真

今月の題字作成者

税　　　別 ４月 ５月 ６月 ７月

市 県 民 税 １期

固 定 資 産 税 １期 ２期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 １期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

４ 月の納税など　納期限は４月30日㈫です

人の動き（先月比）

人口　　　47,425人　（－41）
　男　　22,520人　（－11）
　女　　24,905人　（－30）
世帯数　20,264世帯（－19）

交通事故（昨年同期）

　件数　　22件（35件）
　死者　  １人（１人） 
　負傷者　26人（39人）

（2013年２月末現在）

菅田小学校３年（現：菅田小学校４年）

　景　山　大
たい

　輝
き

 さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
（お詫び）広報大洲３月
号の８ページで紹介し
た新成人の写真と氏名
が入れ替わっていまし
た。お詫びの上、訂正
させていただきます。

二宮　典
のり

子
こ

さん（成能）

伴
ばん

野
の

　由
ゆ

佳
か

さん（菅田町宇津）
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大
洲
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業

補
助
金
」。

　

補
助
開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
発

想
や
創
意
・
工
夫
の
あ
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
延
べ
40
事
業
・
27
団
体
の
事
業
が

実
施
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
地
域
を
明
る

く
元
気
に
し
て
き
ま
し
た
。

【
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
】

（
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
振
興
会
）

　

平
成
25
年
度
で
節
目
の
10
周
年
を
迎
え
る

「
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
」
は
、
集

客
拡
大
と
地
域
貢
献
、
活
性
化
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、県
内
外
か
ら
30
チ
ー
ム
、

延
べ
１
０
０
０
人
の
踊
り
子
た
ち
が
参
加

し
、
お
よ
そ
７
０
０
０
人
の
観
客
を
巻
き
込

ん
だ
華
麗
な
舞
い
に
、
会
場
と
な
っ
た
ア
ク

ト
ピ
ア
大
洲
前
と
緑
地
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

は
、
大
き
な
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
３
年
間
を
一
つ
の
節
目
と
と

ら
え
、
が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
が
ど
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
使
わ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
商

品
開
発
に
活
用
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
大

洲
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
な
ど
を
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
事
業
は
、
こ
の
な
か
に

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

あ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、

　
　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
元
気
が
い
っ
ぱ
い
。

～
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
の
活
用
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

【稲積花菖蒲園　他２事業】（稲積花菖蒲園）
　地域資源の花菖蒲園を生かし、地域全体で観光振興
に取り組んだ結果、期間中には１万人を超える来場者
があり、大いににぎわいました。

【海と生き物ときずなプロジェクト～長高海物語Ⅱ～】
（愛媛県立長浜高等学校水族館運営協議会）

　全国でも注目を集めている「長高水族館」では、今回、
屋外にタッチングプールや遊具を配置しました。また、
シーカヤックを使った体験型自然観察による研究が行
われます。
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大洲芋のす芋とん

大農はしセット

【ほたるの里づくり】

【雲海の里づくり】

【
地
場
産
品
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発　

他
1
事
業
】

　

愛
媛
県
立
大
洲
農
業
高
等
学
校
で
は
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
農
産
物
の
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
の
総
合
産
業

を
研
究
し
、大
洲
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、地
場
農
産
物
の
産
地
化
と
地
産
地
消
を
推
進
し
、

地
元
企
業
と
連
携
し
た
商
品
の
開
発
や
、
大
洲
地
域
の
知
名
度
向

上
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

▽
し
い
た
け
う
ど
ん
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
開
発
・
Ｐ
Ｒ

▽
お
う
ど
芋
の
試
験
栽
培
、
加
工
品
開
発

▽
簡
易
水
耕
施
設
で
の
星
形
・
ハ
ー
ト
形
の
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

▽
農
薬
不
使
用
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
の
栽
培

▽
大
洲
和
紙
製
品
の
商
品
開
発

▽
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
交
流
や
、
取
り
組
み
の
展
示
発
表

▽
観
光
マ
ッ
プ
の
作
製
、
配
布

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
挑
戦
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

柳
沢
地
区
は
、
市
内
で
も
有
数
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
と

な
っ
て
い
て
、地
区
を
あ
げ
て
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
雲
海
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
有
名
で
、
毎
年
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

柳
沢
自
治
会
で
は
、
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金

を
活
用
し
、観
光
客
に
ホ
タ
ル
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

ホ
タ
ル
の
生
態
な
ど
を
説
明
し
た
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雲
海
ま
つ
り
の
会
場
と
な
る
雲
海
展
望
公
園
で
は
、
訪

れ
る
多
数
の
来
場
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
足
場
の
悪
い

観
覧
席
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り
・
雲
海
ま
つ
り
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
や

来
場
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
回
の
整
備
で
利
便
性
が

向
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら
に
観
光
客
の
増
加
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応

援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
て

以
来
、
平
成
25
年
度
で
４
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、
豊

か
な
発
想
や
創
造
力
の
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を

大
切
に
す
る
事
業
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
の
た
め
の
事
業
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て

事
業
を
展
開
す
る
も
の
、
大

洲
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め

の
事
業
な
ど
、
そ
の
分
野
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
市
内
各
地
域

は
も
と
よ
り
、
大
洲
に
活
力

を
与
え
て
く
れ
る
起
爆
剤
の

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
こ
の
３
か
年
で

実
施
さ
れ
た
事
業
を
「
が
ん

ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
」

の
集
大
成
と
位
置
づ
け
、
こ

れ
ま
で
採
択
さ
れ
、
実
施
さ

れ
た
事
業
の
効
果
を
検
証
し

つ
つ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
形
と
な

り
、
形
と
な
っ
た
事
業
が
地

域
や
そ
こ
に
住
む
み
な
さ
ん

に
活
力
と
元
気
を
与
え
、
ふ

る
さ
と
に
新
た
な
魅
力
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

平
成
25
年
度
の
募
集
は
、

５
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
応

募
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

大
洲
市
長

清
　
水
　
　
裕ひ

ろ
し

夢をかたちに。
　そのかたちを
　　地域のちからに。
～活力ある地域づくりに向けて～

　私たちは、「地域の伝統食材
であるおうど芋を、食の財産
として普及していきたい！」
との思いで、栽培から加工、
商 品 化 に 向 け た 取 り 組 み を
行っています。

雲海まつりに参加した

石岡　一
かず

惠
え

 さん（藤縄）

　雲海から現れる朝日に照らさ
れた藤縄神楽は、とても幻想的
で見事です。
　観覧席ができて、小さいお
子さんや高齢者が安心して雲
海まつりを楽しめるようにな
りました。
　ぜひ、雲海展望公園へお越
しください。

大洲芋のす芋とんを考案した

　尾形茄
か

永
な

子
こ

 さん（左）

　沖野　愛
あい

莉
り

 さん（中央）

　上田　春
はる

花
か

 さん（右）

広報大洲 ４月号 4



（
臥
龍
山
荘
の
夕
べ
）
（
き
ら
め
き
の
大
洲
城
）

　

オ
オ
ズ
☆
ロ
ケ
ッ
ト
団
（
旧
：
オ
オ
ズ
の
魔
法
使
い
）
は
、
廃

油
を
使
用
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
で
大
洲
城
や
臥
龍
山
荘
を
灯
し
、
普

段
と
は
一
味
違
っ
た
演
出
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
資
源
の
魅
力
を

引
き
出
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
直
後
に
開
催
さ
れ
た
「
オ
オ
ズ
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
（
き
ら
め
き
の
大
洲
城
）」
は
、
急
き
ょ
震
災
復
興

支
援
活
動
に
切
り
替
え
て
実
施
さ
れ
、
地
域
の
枠
を
超
え
、
人
と

人
と
の
連
帯
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
艶あ
で

や
か
お
は
な
は
ん
通
り
〜
大
洲
着
物
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
〜
」
で
は
、
シ
ョ
ー
１
回
あ
た
り
の
来
場
者
が
３
０
０
人
を
超
え

る
な
ど
、
予
想
を
上
回
る
人
出
を
記
録
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
と
な

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
全
員
が
「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
る
な
ど
、
見
る
側・企
画
し
た
側
と
も
に
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
の
準
備
を
手
が
け
た
美
容
室
な
ど
か
ら
も
横
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
と
喜
び
の
声
が
あ
り
、
単
な
る
催
し
で
は
な
く
、

商
店
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

河
辺
地
区
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
河か
っ
ぱ童

会
で
は
、
除
雪
・
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
・

障
が
い
者
の
生
活
支
援
と
、
環
境
美
化
に

よ
る
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
除

雪
用
ミ
ニ
ロ
ー
ダ
を
購
入
し
、
快
適
な
道

路
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に

高
齢
化
率
の
高
い
河
辺
地
区
で
は
、
事
前

の
除
雪
希
望
調
査
で
33
世
帯
の
高
齢
世
帯

か
ら
除
雪
の
希
望
が
あ
り
、
優
先
的
に
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
清
掃

活
動
に
つ
い
て
も
、
会
員
外
か
ら
参
加
者

が
あ
り
、「
助
け
合
い
の
精
神
」
が
醸
成

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
河
童
会
で
は
天
体
望
遠
鏡
を
購

入
し
、
地
元
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
天
体
観
測
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
６
回
程
度
開
催
さ
れ
る
教
室
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
天
体
観
測
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
自
然
環
境
へ
の
理

解
を
深
め
、
河
辺
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

河
童
会
で
は
、
地
元
の
連
携
と
世
代
を

超
え
た
交
流
、
協
働
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応

援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
て

以
来
、
平
成
25
年
度
で
４
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
、
豊

か
な
発
想
や
創
造
力
の
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を

大
切
に
す
る
事
業
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
の
た
め
の
事
業
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て

事
業
を
展
開
す
る
も
の
、
大

洲
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め

の
事
業
な
ど
、
そ
の
分
野
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
市
内
各
地
域

は
も
と
よ
り
、
大
洲
に
活
力

を
与
え
て
く
れ
る
起
爆
剤
の

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　　

市
で
は
、
こ
の
３
か
年
で

実
施
さ
れ
た
事
業
を
「
が
ん

ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
」

の
集
大
成
と
位
置
づ
け
、
こ

れ
ま
で
採
択
さ
れ
、
実
施
さ

れ
た
事
業
の
効
果
を
検
証
し

つ
つ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
形
と
な

り
、
形
と
な
っ
た
事
業
が
地

域
や
そ
こ
に
住
む
み
な
さ
ん

に
活
力
と
元
気
を
与
え
、
ふ

る
さ
と
に
新
た
な
魅
力
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

平
成
25
年
度
の
募
集
は
、

５
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
応

募
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
オ
オ
ズ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

他
3
事
業
】
【
艶
や
か
お
は
な
は
ん
通

り
～
大
洲
着
物
ガ
ー
ル

ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～
】

【
河
辺
天
文
台
自
然
教
室
】

【keep clean
　＆ keep green】

天文台自然教室に参加し
た河辺小学校

古野　　響
ひびき

 さん

　今までも夜空を見上げて、
星を数えたりしていました。
初めて天体望遠鏡で見た月や
オリオン座は、とてもきれい
でした。また天体観測に参加
したいです。

　大勢の観客の前で歩くこと
は緊張しましたが、貴重な経
験ができました。
　このようなイベントが、今
後も続いていけばいいと思い
ます。

大洲着物ガールズコレク
ションにモデルとして参
加した

村上智
ち

恵
え

美
み

 さん（櫛生）

広報大洲 ４月号5



イベント×笑顔

　パレードには約300人
が参加し、祭りを大い
に盛り上げていました。
　花火の打ち上げも地元
のみなさんに好評で、夏
の夜空を彩る大輪の花
に、見物する人から歓声
が上がっていました。

　寄贈された鯉のぼり
約200匹が、肱川上空
を泳ぐ姿は、見る人を
圧倒します。
　「大川鯉のぼり祭り」
では、地元の人はもと
より、大勢の来場者で
にぎわいました。

　坂本龍馬脱藩150年
を記念して、「龍馬の海
祭」、「龍馬生誕祭」、「龍
馬の風祭」、「龍馬脱藩
の川下り」など、さま
ざまなイベントやグルメ
の祭典が行われました。
（一部は４月開催）

　長浜の本町商店街に
おいて毎月第３土曜日に
開催されるこのイベント
では、フリーマーケット
を中心とした出店やミニ
ライブなどが行われ、長
浜地域ににぎわいと活
気を与えています。

　自然の恵みに感謝し、
自然との共存を考えるこ
の祭りでは、肱川で捕れ
たアユやモクズカニ、菅
田産のサトイモを使った
いもたきなどを提供し、
約1,300人の来場者が舌
鼓を打ちました。

　櫛生地域の伝統芸能
である「牛鬼」を修繕し、
復活させました。また、
会員である青年層とと
もに地域の行事に参加
し、地域を大いに盛り
上げました。
　

【新谷夏祭り】（新谷商工会）

【大川鯉のぼり川渡し】
（大川自治振興会）

【「龍馬出発（たびだち）ロード」
における「龍馬の四季祭」】（長浜商店連盟）

【赤橋自遊空間】
（長浜なんとかしようぜ委員会）

【菅田グルメまつり】
（肱川漁協菅田支部）

【伝統芸能の保存伝承及び地域特色を
活かしたイベント】（愛

あいきょうくしゆう

郷櫛生一団楽）

新谷地区
　　最大の夏のイベント

大空に泳ぐ
　　勇壮な鯉のぼり

龍馬とともに
　　まちを元気に

商店街に活気を！
　　にぎわいの空間を！

地元産品を使った
　　郷土料理を再発見

伝統芸能の継承と
　　伝統行事の復活
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文化継承×商品開発

　補助により購入した
和太鼓を用いて、扇子
踊り、手踊りなどの指
導を行い、各種行事で
その成果を披露しまし
た。
　今後も、地域を元気
にする活動を継続して
行うことにしています。

　委員会では、開発商
品10種類のうち、８種
類を商品化しました。
今後は質の高い商品開
発と併せ、この企画に
参加する店舗数、農業
生産者数、消費者数の
拡大を目指しています。

　３か年で商品開発を
目指すこの事業では、
数多くのレシピが完成
し、販売に向けた準備
が進められています。
　商品は今後、たいき
産直市「愛たい菜」で
販売される予定です。

　獅子舞の復活を呼び
かけたところ、会員が
15人から25人に増え、
次世代へ継承できる体
制が整いました。
　獅子舞により秋祭り
が盛り上がり、以前の
活気をよみがえらせる
ことができました。

　 大 洲 産 業 フェスタ
2011や南予グルメ選手
権2011に出品された大
洲コロッケは、かなりの
反響を呼び、好評を博
しました。委員会では、
今後も宣伝に力を入れ、
大洲をアピールしていく
ことにしています。

　新谷の喜多山地区で
取り組まれているこの
事業は、農業経営者が

「助け合う」ことで、農
業を再生する試みです。
　また、花木の植栽に
よる里づくりなどに取り
組み、活気ある地域づ
くりを目指しています。

【新正山文化芸能相
そう

承
しょう

】（遊
ゆう

鼓
こ

）

【地域資源開発（地産地消スイーツ開発）】
（大洲スイーツ百物語実行委員会）

【農産物加工品開発】
（ＪＡ愛媛たいき女性部）

【伝統芸能（獅子舞）復活】
（菅田獅子保存会）

【大洲コロッケ普及】
（大洲コロッケプロジェクト委員会）

【ブランド米創造、地域活性化】
（ふるさと再生グループ「みらい」）

和太鼓の復活で
　　新しい文化を生み出す

生産者・製造者・消費者の
　　　　ネットワークづくりを

ブランド商品の開発と
　　　　　　普及を目指して

世代間交流と
　　コミュニケーションを

大洲コロッケの普及と
　　大洲のイメージアップを

ブランド米の生産で
　　地域再生と活性化を
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地域の助け合い×地域資源の再発見

　豊茂自治会では、地域内の買い物弱者に生
活用品などを配達し、安心安全な生活支援と
コミュニケーションづくりを行うため、配達
用車両を購入しました。この取り組みにより、
配達などの支援と併せて、いろいろな話題の
提供・コミュニケ―ションを図ることができ、
地域で安心して生活できる環境を整えました。

　商店街が協働してイベントを行うこの事業
は、人と人との「絆」を大切にし、「おもてな
しの心」で事業を展開しています。各商店街
とのコラボレーションも確実に結束を強めて
いて、商店街の活性化の一役を担っています。
この事業は、今後も継続して行われる予定で
す。

　この事業では、地域特性を再認識するとい
う観点から、今まであまり取り上げられるこ
とのなかった地域資源について、新しい角度
から見直し、マップを作成しています。今後は、
他の分野とも連携を図り、より踏み込んだ住
民参加型のマップ作製に取り組む予定です。

　この事業では、大洲のオシャレなお店や料
理のおいしいお店、お勧めの風景など、情報
誌感覚のマップを作成しました。このマップ
には、多くの人に手に取って見ていただくこ
とで、大洲のイメージアップを図りたい、観
光客に地元の郷土愛を伝えたいという熱い思
いが込められています。

【買物弱者対策支援】（豊茂自治会）

【にぎわい大洲　がんばる商店街　他２事業】
（大洲スタンプ協同組合）

【地域資源再発見、開発】
（大洲まちづくりフリーサロン実行委員会）

【だんだんVOL.6】（だんだん）

あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
が
ん
ば
る
ひ
と
が
地
域
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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交流の輪×環境保全

　
“
は
じ
め
の
一
歩
か
ら
、

も
う
一
歩
前
に
”　

　
「
大
洲
市
が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業

補
助
金
」
を
活
用
し
た
事
業
に
は
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
数
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
が
関
わ
り
合
い
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
こ
れ

ら
の
事
業
は
、
地
域
に
活
力
と
元
気
を

与
え
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
人
、
形
に
な

っ
た
事
業
に
協
力
す
る
人
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
る
人
。
関
わ
り
合
い
の
方
法
な
ど
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
お
互
い
の
協
働
が

あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
地
域
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
の

創
設
の
趣
旨
は
、
新
し
い
事
業
を
考
え

て
い
る
人
を
応
援
し
、
経
済
面
の
ハ
ー

ド
ル
を
低
く
し
て
、
事
業
に
取
り
組
み

や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

　

制
度
創
設
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
今

年
度
、大
洲
市
で
は
、「
は
じ
め
の
一
歩
」

と
併
せ
て
、「
も
う
一
歩
前
に
」
を
目

指
す
市
民
の
み
な
さ
ん
を
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

　地域づくりを担う人材の育成と健康増進、地域
の活性化を目的としたこの事業は、開催数140回、
約260人の参加がありました。おまつり村にも参加
し、ブースでは器具を使っての健康チェックなど
を実施しました。今後は、あらゆる世代がスポー
ツに親しむことで健康を維持し、仲間づくりがで
きる環境整備を目指すことにしています。

　この事業は、清流・肱川の良好な生態系を維持
するために、清掃活動を行うとともに、河川沿い
に繁茂する竹林を伐採し、竹炭を製作することで
地域の伝統・文化を次世代に継承するものです。
こういった取り組みを後世に引き継ぐために、地
元中学校の生徒や保護者を対象にした講演会など
も開催されました。

　スポーツ活動の環境整備とコミュニケーション
システムを構築し、子どもの健全育成、地域活性
化を図ることを目的に実施された小学生スポーツ
交流事業には、計10回の開催で延べ500人余りの参
加者がありました。この事業には保護者も参加し、
子ども同士・親子同士のコミュニケーションが図
られました。

　約60年前に米軍飛行艇が墜落した豊茂地区では、
消火・救援を行った住民の活動とお互いの友好の証
として、平成21年に慰霊碑が建立されています。今
回、記念式典が開催され、在日米海軍司令官をはじ
め国内外から来賓を招き、国際交流が図られました。
また、この歴史を後世に引き継ぐため、式典や当時
の様子を収めた記念誌が作成されました。

【
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト　

他
２
事
業
】

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

お
お
ず
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

【
河
川
美
化
保
全
】

（
菅
田
清
流
の
会
）

【
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
】

（
菅
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）

【
米
軍
飛
行
艇
遭
難
60
年
記

念
式
典
】

（
豊
茂
慰
霊
碑
保
存
会
）
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おおずニュース

奉
仕
の
心
で
地
域
を
守
る

～
平
成
25
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

　

平
成
25
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
が
３

月
３
日︵
日
︶、
大
洲
市
若
宮
・
五
郎
大

橋
上
流
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
市
内
各
地
域
の
団

員
や
来
賓
者
を
含
め
、
約
１
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に
対
す

る
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
後
、
各
分

団
に
よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
披
露
で
は
、
肱
南
・
新
谷
分
団

に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
、
柳
沢
・
三
善
・

粟
津
・
長
浜
・
岩
谷
・
女
性
の
各
分
団

に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
軽
可
搬
ポ

ン
プ
操
法
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
俊
敏

な
操
作
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菅
田
・
出
海
分
団
に
よ
る
小

隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
統
制
の
と
れ
た

一
糸
乱
れ
ぬ
団
員
の
動
き
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
出
席
し
た
清
水
市
長
は
、

日
々
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
に
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
﹁
消
防
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
の
安
心
と
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
で
は
、

今
年
度
中
に
新
た
な
地
域
防
災
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
引
き
続
き
防
災
行

政
無
線
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
人
や
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
の

推
進
に
尽
力
し
た
団
員
な
ど
約
３
１
０

人
に
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

大洲市消防団女性分団
　分団長　白石　朱

あけ

美
み

さん

　私はもともと消防団の活動に興味を持っていて、夫が消防団員と
いうことが入団のきっかけとなりました。
　現在、大洲市消防団女性分団は１部（大洲地域）、２部（長浜地域）、
３部（肱川・河辺地域）で構成されていて、総勢28人の団員がそれ
ぞれの地域で訓練を行っています。
　女性消防団員の主な職務は、後方支援活動です。直接消火活動は
行いませんが、日頃から男性団員と同様の訓練を行うなど、体力面・
精神面を鍛えています。
　私たちは全員、「応急手当普及員」という資格を持っていて、夏に
はＡＥＤや心肺蘇生法の普及のため、救命救急士とともに各学校や
施設、企業などを訪問します。講習を通じて感じることは、男性よ
りも女性の方が、人に教える能力や伝える力に長けているという点
です。
　消火活動などのハードな面では男性が中心となり、その任に当た
りますが、防火広報に伴う戸別訪問などのソフト面では、私たち女
性が主役となり、積極的な周知に取り組んでいます。男性と女性が
持つそれぞれの長所を、災害や救命の現場などで発揮することがで
きれば、より多くの尊い命を救える機会が増えると信じています。
　私たちは、長谷川祐

ゆう
子
こ
氏著の「火災や災害から子供を守るアメリ

カの知恵」を教材に、幼い頃から遊びの中で防災力を養うことの重
要さを学びました。今後、子どもたちに、幼い頃から危機管理意識
を持ってもらえるように、保育士さんなどと一緒に指導に当たりた
いと考えています。

女性だからこそ
　できることがある

　そう力強く答えるのは、
現在、大洲市消防団女性分
団の分団長を務める白石朱
美さん。
　普段あまり知られていな
い女性消防団員の活動につ
いて、伺いました。
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おおずニュース
　

今
回
の
出
初
式
で
、
表
彰
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
・
一
部
省
略
︶

  

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
３
人
）

本
部
副
団
長 
福
本　

定
葊

本
部
副
団
長 
矢
野　

正
祥

岩
谷
分
団
団
員 
冨
永　

幸
男

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

久
保　

博
德

○
精
績
章
（
４
人
）

本
部
副
団
長 

村
上　

正
春

南
久
米
分
団
分
団
長 

岩
田　

清
一

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

予
子
林
分
団
分
団
長 

井
脇　

忠
志

○
勤
続
章
（
19
人
）

肱
南
分
団
副
分
団
長 

白
石　

卓
也

肱
南
分
団
部
長 

神
田　

敏
雄

肱
南
分
団
班
長 

山
下
金
之
丞

肱
北
分
団
分
団
長 

渡
部　

和
久

平
野
分
団
副
分
団
長 

宮
﨑　

宗
延

平
野
分
団
団
員 

堺　
　

幸
久

平
野
分
団
部
長 

佐
々
木　

健

大
川
分
団
団
員 

石
神　

久
光

柳
沢
分
団
部
長 

上
浅　

勝
弘

柳
沢
分
団
班
長 

久
保
川
深
水

新
谷
分
団
部
長 

祖
母
井
良
明

長
浜
分
団
部
長 

淺
井
三
月
生

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

櫛
生
分
団
団
員 

田
中　

雅
登

岩
谷
分
団
団
員 

冨
永　

公
德

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

栄
一

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

哲
弘

岩
谷
分
団
団
員 

和
氣　

智
仁

河
辺
分
団
団
員 

本
門　

智
壽

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

○
功
労
章
（
10
人
）

平
野
分
団
副
分
団
長 

宮
﨑　

宗
延

大
川
分
団
分
団
長 

新
山　

勝
久

三
善
分
団
分
団
長 

中
野　

純
一

上
須
戒
分
団
分
団
長 

山
本　

方
宣

櫛
生
分
団
分
団
長 

坂
東　
　

晃

大
和
分
団
分
団
長 

日
野　

修
次

中
央
分
団
分
団
長 

冨
永　

秀
昭

大
谷
分
団
分
団
長 

丸
川　

浩
一

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令
長 

成
見
一
二
三

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令 
髙
岡　

利
典

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
（
６
人
）

柳
沢
分
団
分
団
長 

増
岡　
　

学

新
谷
分
団
分
団
長 

松
田　
　

忠

粟
津
分
団
分
団
長 

芳
我
亀
代
士

長
浜
分
団
分
団
長 

鎌
田　

清
仁

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

中
野　

邦
彦

予
子
林
分
団
分
団
長 

井
脇　

忠
志

○
勤
続
章
（
20
年
以
上　

３
人
）

南
久
米
分
団
団
員 

上
野　

靖
幸

大
川
分
団
団
員 

寄
町　
　

学

三
善
分
団
団
員 

深
部　

勝
春

○
勤
続
章
（
15
年
以
上　

19
人
）

肱
南
分
団
部
長 

柴
田　
　

茂

肱
北
分
団
部
長 

村
田　

秀
雄

平
野
分
団
班
長 

谷
口　

富
昭

南
久
米
分
団
副
分
団
長 

吉
月　
　

剛

菅
田
分
団
班
長 

中
嶋　

浩
嗣

大
川
分
団
部
長 

石
岡　

泰
幸

柳
沢
分
団
団
員 

塚
本　

喜
市

新
谷
分
団
団
員 

林
田　

陽
一

三
善
分
団
部
長 

樋
田　

昭
浩

粟
津
分
団
副
分
団
長 

楠
野　

明
男

上
須
戒
分
団
団
員 

宮
尾　
　

勇

櫛
生
分
団
班
長 

小
森　
　

孝

大
和
分
団
班
長 

山
本　

錦
一

白
滝
分
団
団
員 

久
保　

典
夫

白
滝
分
団
団
員 

大
野　

武
雄

正
山
分
団
団
員 

坂　
　

弘
務

正
山
分
団
部
長 

藤
原　

優
勝

予
子
林
分
団
団
員 

清
水　
　

修

河
辺
分
団
団
員 

井
上　

元
一

○
勤
続
章

（
10
年
以
上
～
15
年
未
満　

30
人
）

肱
南
分
団
団
員 

松
田　
　

信

肱
南
分
団
団
員 

島
田　

定
幸

肱
北
分
団
班
長 

吉
岡　

恵
一

肱
北
分
団
班
長 

西
山　

誠
治

平
野
分
団
団
員 

崎
野　

光
一

南
久
米
分
団
班
長 

納
庄　

達
也

菅
田
分
団
班
長 

守
野　

吉
治

菅
田
分
団
団
員 

長
岡　

明
德

大
川
分
団
団
員 

山
下　

誠
二

柳
沢
分
団
団
員 

松
田　

友
和

新
谷
分
団
団
員 

池
田　

祐
二

新
谷
分
団
班
長 
祖
母
井　

章

三
善
分
団
団
員 
清
水　

浩
一

粟
津
分
団
団
員 
大
塚　

佳
照

粟
津
分
団
団
員 

須
内　

憲
一

上
須
戒
分
団
団
員 

滝
野　

彰
一

長
浜
分
団
部
長 

大
谷　

周
稔

長
浜
分
団
部
長 

大
塚　

和
利

櫛
生
分
団
班
長 

坂
東　

國
保

出
海
分
団
部
長 

畑
中　

智
一

大
和
分
団
班
長 

木
下　

健
次

大
和
分
団
班
長 

荒
木　
　

徹

白
滝
分
団
班
長 

岡
田　

忠
治

中
央
分
団
団
員 

村
田　
　

学

中
央
分
団
団
員 

桑
原　

健
司

大
谷
分
団
団
員 

森　
　

英
勝

大
谷
分
団
団
員 

兵
頭　
　

徹

河
辺
分
団
団
員 

藤
田　

豊
樹

河
辺
分
団
団
員 

松
下　

義
之

女
性
分
団
分
団
長 

白
石　

朱
美

○
家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長

矢
野　

正
祥
夫
人 

矢
野　

貴
子

○
優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

粟
津
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

会　

長 

大
本
イ
ヨ
子

大
和
地
区
自
主
防
災
組
織

会　

長 

藤
岡　

秋
雄

  

夫
婦
消
防
団
員
表
彰
（
１
組
）

  

親
子
消
防
団
員
表
彰
（
１
組
）

  

大
洲
市
長
表
彰
（
62
人
）			


	  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

○
規
律
章
（
32
人
）、
勤
続
章
（
47
人
）

	  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
68
人
）
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おおずニュース

肱
川
地
域
小
学
校
統
合
合
意
書
調
印
式

正
山
小
・
大
谷
小
・
予
子
林
小
と
中
野
小
が
統
合　
　
　

大
洲
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　

肱
川
地
域
小
学
校
の
統
合
合
意
書
調

印
式
が
２
月
11
日︵
月
︶、
肱
川
公
民
館

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
清
水
市
長
は
、

閉
校
と
な
る
小
学
校
区
の
決
断
に
謝
意

を
示
す
と
と
も
に
、﹁
閉
校
と
な
る
正

山
・
大
谷
・
予
子
林
の
３
つ
の
小
学
校

は
、
約
１
４
０
年
の
歴
史
を
持
つ
学
校

で
あ
り
、
地
域
の
中
心
的
な
施
設
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
に
活
力
を
与
え
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
考
え

支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
受
け
入

れ
先
で
あ
る
中
野
小
に
つ
い
て
も
統
合

後
、名
称
が
変
更
さ
れ
、肱
川
小
と
な
る
。

歴
史
の
重
さ
を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
応

え
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
清
水
市
長
、
兵
頭
教
育

委
員
会
委
員
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
の
統

廃
合
検
討
委
員
会
の
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
が
統
合
合
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

署
名
後
、
正
山
地
区
小
学
校
統
廃
合

に
関
す
る
検
討
委
員
会
の
沖
浦
賢け

ん

嗣し

会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、﹁
閉
校
を
実

感
し
、
思
い
が
胸
に
つ
か
え
て
言
葉
に

な
ら
な
い
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
子

ど
も
た
ち
は
大
勢
の
中
で
教
育
を
受
け

る
方
が
良
い
と
の
結
論
に
な
り
、
閉
校

は
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
、
新
し
い
学
校
で
の
び
の
び
と
過
ご

す
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
明
る
く
元

気
な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
述

　

大
洲
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
２
月
20

日︵
水
︶、大
洲
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
近
隣
住
民
と
の
付
き

合
い
が
希
薄
化
し
、
高
齢
者
の
﹁
孤
立

死
﹂
や
﹁
孤
独
死
﹂
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
と
民

間
事
業
者
、
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
高

齢
者
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
協
定
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
市
内
14
事
業
所
の
う
ち
、
出
席
し
た

４
事
業
所
と
清
水
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

署
名
後
、
清
水
市
長
は
協
定
の
締
結

に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

﹁
核
家
族
化
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
現
在
、
日
常
の
中
で
高
齢
者
の

生
活
を
見
守
り
、
情
報
を
共
有
で
き
れ

ば
、
素
早
い
対
応
が
可
能
と
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
支
え
合
い
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
、
事
業
所
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
目
指
し
て
い
き
た
い
﹂
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
所
を
代
表
し
て
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
え
ひ
め
の
松
本
等ひ
と
し理
事

長
は
﹁
今
回
の
協
定
は
高
齢
者
に
対
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
る
点
で
、
と
て
も

意
義
が
あ
る
。
14
の
事
業
所
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
味
が
あ
り
、
特
性
を
生
か

す
こ
と
で
命
を
守
っ
て
い
き
た
い
﹂
と

今
後
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
締
結
後
直
ち
に
運
用

さ
れ
、
高
齢
者
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
先
と
な
る
中
野
小

学
校
区
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
松
尾
國く

に

和か
ず

委
員
長
は
、﹁
統
合
に
よ
り
名
称
が

肱
川
小
と
な
り
、
中
野
小
と
い
う
校
名

が
な
く
な
る
の
は
忍
び
難
い
。
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
苦

渋
の
選
択
だ
っ
た
。
今
後
は
、
統
合
に

向
け
て
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
た
い
。
統
合
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
小
学
校
に
し
た

い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
に
よ
り
、
正
山
小
・
大

谷
小
・
予
子
林
小
は
、
平
成
26
年
４
月

に
中
野
小
と
統
合
し
、
校
名
は
肱
川
小

に
な
り
ま
す
。
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おおずニュース

「
水
郷
の
数
寄
屋　

臥
龍
山
荘
」
が

愛
媛
出
版
文
化
賞
を
受
賞

平
成
24
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
２
０
１
１

年
５
月
に
臥
龍
山
荘
が
フ
ラ
ン
ス
で
発

売
さ
れ
た
﹁
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
改
訂
第
２
版
﹂
に

１
つ
星
の
評
価
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
出
版
を
企
画
し
た
も
の
で
、
新

谷
出
身
の
貿
易
商
の
河
内
寅と

ら

次じ

郎ろ
う

氏
が

市
内
随
一
の
景
勝
地
﹁
臥
龍
淵
﹂
に
建

て
た
﹁
臥
龍
山
荘
﹂
を
解
説
し
た
も
の

で
す
。

　

第
28
回
愛
媛
出
版
文
化
賞
の
第
４
部

門
賞
の
審
査
で
は
、
大
洲
地
方
の
歴
史

や
文
化
を
振
り
返
り
、
大
洲
の
良
さ
を

再
発
見
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
、
今
後
の
地
域
文
化
の
向
上
や

観
光
振
興
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
意
義

深
い
著
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
﹁
臥
龍
山
荘
を
徹
底
的
に
解

説
で
き
る
も
の
﹂
と
い
う
依
頼
を
受
け

て
取
材
・
執
筆
し
た
中
村
英え

利り

子こ

さ
ん

が
、
河
内
寅
次
郎
氏
の
成
功
の
歴
史
を

ひ
も
解
き
、
肱
川
に
せ
り
だ
し
た
大
胆

な
懸
け
造
り
の
不
老
庵
や
、
千
家
十
職

に
よ
る
床
く
ぎ
や
ふ
す
ま
の
引
手
な

ど
、
細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
意
匠
の
解
説

を
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
今
回
の
取
材
・
執
筆

を
通
し
て
、
臥
龍
山
荘
に
つ
い
て
﹁
あ

の
時
代
で
な
い
と
建
築
で
き
な
か
っ
た

　

平
成
24
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
２
月
15
日︵
金
︶、
国
立

大
洲
青
少
年
交
流
の
家
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
研
究

大
会
は
、﹁
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

ぶ
﹂
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
市
内
各

地
の
教
育
実
践
の
交
流
を
通
し
て
、
今

後
の
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
と
差
別

解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

を
組
み
合
わ
せ
た
５
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
10
本
の
実
践
報
告
を
基
に
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

分
科
会
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
発

表
さ
れ
る
実
践
報
告
に
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

奇
跡
の
建
築
物
。
奇
跡
的
だ
け
ど
、
突

然
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
深
く
大
洲

と
結
び
つ
い
て
い
る
﹂
と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
洲
市
の
宝
で
あ
る
﹁
臥
龍
山
荘
﹂

に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
明
治
の
粋
・
美
意
識
を
体

現
し
た
空
間
の
魅
力
を
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
本
の
価
格
】　

１
５
０
０
円

【
販
売
場
所
】

▽
市
内
の
観
光
施
設

▽
県
内
明
屋
書
店
︵
取
り
寄
せ
可
能
︶

▽
ネ
ッ
ト
販
売
︵A

m
azon.co.jp

︶

▽
電
子
書
籍

　

午
後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
奥
田

均ひ
と
し

氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
差
別
の
カ
ラ

ク
リ
を
考
え
る
﹂
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
差
別
を
す
る
基
準
は
外
か
ら
や
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
。
自
分
の
中
に
あ

る
基
準
と
、
部
落
問
題
へ
の
理
解
が
自

分
を
律
し
始
め
る
﹂
と
話
さ
れ
、
忌き

避ひ

意
識
の
克
服
に
、
発
想
の
転
換
が
必
要

で
あ
る
と
力
あ
ふ
れ
る
語
り
で
訴
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
で
は
、﹁
大
洲
市
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
﹂
を
制
定
し
て
い

て
、
今
後
も
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会

や
そ
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

文化財

藤縄三島神社社
しゃ

叢
そう

大洲市指定天然記念物
藤縄三島神社所有

　本社叢のある藤縄三島神社は、言い伝えによる
と天平年間（₇２９ ～ ₇４９）に立川（内子町）の川中
三嶋神社へ分神祭祀したとされていて、それ以前に
この地域に祭られていたものと考えられています。
　神社の境内を取り巻くように広がる約1,000㎡の
社叢には、目通り周約４mにもなるタブノキ10本
をはじめ、アラカシ、ウラジロガシ、ツブラジイ、
イスノキなど年数を経た常緑樹の巨木が密集して
います。
　このように巨大な常緑樹が密集する社叢は、市
内でも数少ないことから、とても貴重と言えます。

� （昭和４₅年 8 月30日指定）

シリーズ

　

弊
店
は
、
屋
号
の
﹁
福
栄
堂
﹂

と
し
て
創
業
以
来
、
お
よ
そ
65

年
に
わ
た
り
、
和
菓
子
専
門
店

と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

弊
店
で
は
、
主
に
最
中
、
よ

う
か
ん
、
タ
ル
ト
な
ど
を
販
売
し

て
い
て
、
今
も
昔
な
が
ら
の
製
法

を
守
り
、
変
わ
ら
ぬ
味
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

材
料
に
は
厳
選
し
た
北
海
道

産
の
小
豆
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
工
の
甘
味
料
や
保
存

料
は
一
切
使
用
せ
ず
、
材
料
の
納

入
元
に
も
厳
し
い
品
質
管
理
を

求
め
る
な
ど
、
製
造
に
は
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
家
族
に
よ
る
手
作
り
作
業

の
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
は
品
薄

状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
、﹁
事
業

規
模
を
も
っ
と
大
き
く
し
て
は
ど

う
か
﹂
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

大
量
生
産
よ
り
も
商
品
の
品
質

を
守
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た

め
に
は
現
状
を
維
持
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

弊
店
の
主
力
商
品
の
﹁
文
楽

最
中
﹂
は
、
肱
川
町
の
郷
土
芸

能
で
あ
り
、
愛
媛
県
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

﹁
大
谷
文
楽
﹂
に
ち
な
ん
で
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
創
業
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
名
づ
け
ら
れ
た
﹁
文
楽

最
中
﹂
は
、
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
通
し
て
顧
客
を
獲
得
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
数
多
く

商
品
を
売
る
よ
り
も
、
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
い
た
だ
く
﹁
お
い

し
い
﹂
の
一
言
が
、
弊
店
の
原
点

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
昔
か
ら
伝
わ
る
製
法
を
守

り
つ
つ
、
焦
ら
ず
、
じ
っ
く
り
と
、

真
面
目
に
お
客
様
と
向
き
合
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

福　　栄　　堂
～「おいしい」の一言を経営の原点に～

◇所在地　大洲市肱川町山鳥坂
◇電　話　34－2508

野　鳥

ヤツガシラ（戴勝）
ブッポウソウ目ヤツガシラ科
大きさ28㎝

　早春の渡りの頃、県内のどこかには現れる、めず
らしい旅鳥です。人間の生活圏などはお構いなし
で、芝生があれば人家近くの公園や広場など、ど
こにでも出現します。大きさはハトよりも少し小
さくスマートな体形で、薄茶色に黒の虎模様、細
いくちばしと、それと同じくらいの長さの冠羽を
持ち、時折開ける扇のような頭の羽根により、他
の鳥と見間違うことはありません。最近は、ウォ
ーキングをする人たちをよく見かけるようになり
ました。もう一つ欲張って、双眼鏡を片手に、あ
なたの知らない世界をのぞいてみてはいかがでし
ょうか。鳥たちとの出合いはきっと感動の連続で、
人生を豊かにし、心身の健康増進につながると思
います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業
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代
金
引
き
換
え
で
送
ら
れ
て
き
た
場

合
も
、
支
払
う
前
に
注
文
を
し
た
か
ど

う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
一
方
的
に
送

り
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
断
り
き
れ
ず
承
諾
し
た
時
は
…
…

　

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。

　

お
か
し
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
５
時

※
月
曜
日
～
金
曜
日
︵
祝
祭
日
除
く
。︶

大
洲
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
通
信

頼
ん
で
い
な
い
の
に
届
く

商
品
に
要
注
意
！

　
﹁
以
前
ご
注
文
い
た
だ
い
た
健
康
食

品
を
、
今
か
ら
送
り
ま
す
﹂
な
ど
と
突

然
電
話
が
あ
り
、﹁
注
文
し
て
い
な
い
﹂

と
断
っ
て
も
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
と

い
う
相
談
が
、
高
齢
者
を
中
心
に
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
名
や
連
絡
先
を
聞
い
て
も
答

え
て
く
れ
な
い
、
断
っ
て
も
強
引
に
代

金
引
き
換
え
で
送
っ
て
き
た
、
な
か
に

は
注
文
の
録
音
が
あ
る
な
ど
と
言
わ
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
商
品
は
健
康

食
品
の
ほ
か
、
カ
ニ
な
ど
の
海
産
物
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

▽
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
は
…
…

　

申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
場
合
は
、

﹁
注
文
し
て
い
な
い
、
い
ら
な
い
﹂
と

キ
ッ
パ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

▽
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
…
…

　

断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
送
ら
れ
て

き
た
、
ま
た
、
注
文
し
た
覚
え
の
な
い

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
家
族
に
確

認
し
、
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
受

け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
際
、
事
業
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　¡
オラ
Hola!（オラ。／こんにちは。）

　今回は、先日の「出張」の様子をお伝えしたいと思います。
　この「出張」の目的は、ソモトという町の隊員が行っている算
数教室のお手伝い。彼らは普段、手工芸・リハビリといった分野
で活動していますが、「自分たちの町のために、もっと何かをした
い」という思いから、余暇を利用して算数教室を行っています。
　私の任地からソモトまでは、バスを乗り継いで ₇ 時間。長旅で
お尻が痛くなり、ちょっと疲れましたが、ソモトの街並みを歩き、
地元の人と話していると元気が出てきました。

　午後 ６時、隊員 ４人、子ども ４人による算数教室が始まりました。
子どもたちは、それぞれの課題に応じて足し算・引き算・かけ算
などの問題に取り組みます。私たち隊員も真剣そのもの。「どうす
れば九九を覚えてくれるだろうか？」「どうすればもっと早く足し
算ができるようになるだろうか？」と考えながら、一生懸命指導
します。今年 3 年生になるアレイスカちゃんは、隊員の末木さん
とカードを使って九九を勉強。努力の甲斐あってこの日、 ６ の段
までマスターしました。時間はあっという間に過ぎ、塾が終わっ

たのは ₇時半近く。別れ際、エルビン君が「授業に来てくれて、ありがとう」と声をかけてくれました。
　ニカラグアの「出張」はちょっと大変でしたが、ソモトの隊員の真剣な思いに触れ、子どもたちと
勉強することができ、貴重な経験となりました。

JICA
ニカラグア通信 Vol.₆ 青年海外協力隊 山口　哲

さと
史
し

さん　

ソモトの風景

算数教室の様子

挿
絵:

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
る
た
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シリーズ

【青木さんからのメッセージ】

　五郎地区では、30年以上続く喜多小学校の児童を対象にしたソフトボ
ール活動や、公民館で行われる親子体験学習など、さまざまなイベント
などを通じて、子どもたちと積極的に触れ合う機会を設けています。

　今後、子どもたちが、五郎分館の
スローガンである『出会い　触れあ
い　助け合い』の下、多くの経験を
積み、コツコツと努力できる大人に
成長することを願っています。
　私たちも、子どもたちの笑顔を力
に変えて、活動を続けていきます。

　「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさんを、シリーズでご紹介します。

【加地さんからのメッセージ】

　私たちは、みなさんが快適に通勤・通学ができるように、平日の毎朝、
店舗周辺や道路沿いの清掃活動を行っています。
　掃除を行うことで、日頃からご愛顧いただいているみなさんへの恩返

しになればうれしいです。
　今後も清掃活動を継続していこう
と考えていて、単に環境美化だけを
目的とするのではなく、市民のみな
さんとあいさつを交わすことで、親
しみある支店づくりにつなげていき
たいと思っています。

【下石さんからのメッセージ】

　垣根クラブでは、1₇人の会員が平成11年（３月）に閉校となった岩谷
小学校のグラウンドや、自治センター周辺の花壇の整備を行っています。
　道行く人の目を楽しませたいという思いもあり、道路にある落ち葉な

どをたい肥に活用し、四季折々
の花を育てています。
　今後も、地元を美しくする気
持ちを忘れずに、活動していき
たいと思います。ぜひ一度、岩
谷地区を訪れてみてください。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

青木　憲
けん

一
いち

さん（五郎）

愛媛信用金庫大洲支店

　支店長　加地　泰
やす

博
ひろ

さん（肱北）

垣根クラブ

代表　下石　フキ子さん（岩谷）

青少年育成に貢献

環境美化に貢献

環境美化に貢献

広報大洲 ４月号 16



まちのわだい

熱戦が繰り広げられました
～肱川レクリエーションバレーボール大会～

人権と福祉の充実を目指して
～人権を考える仲間の集い～

　肱川町の農業者トレーニングセンターで、毎年恒例
の肱川レクリエーションバレーボール大会が行われ
ました。
　今年は 9チーム計80人が参加し、3ブロックに分か
れて行われる予選リーグや順位決定戦を楽しみまし
た。
　どの試合も白熱した展開になり、選手たちは一生懸
命にボールを追いかけていました。

　櫛生福祉センターで人権祭り・ふれあい広場が開催
されました。
　会場では地元の児童・生徒による人権作文発表が行
われ、人権標語、ポスター、櫛生サロン会による習字
などが多数展示されました。また、「阪神・淡路大震
災に思う隣保館と（命）」と題した中尾由

ゆ
喜
き
雄
お
先生の

講演が行われ、参加者たちは差別のない社会づくりの
大切さを再認識していました。

2 月17日㈰

2月17日㈰

それぞれの願いを込めて
～ ひ な 流 し ～

坂本龍馬脱藩の軌跡を写真で表現
～河辺龍馬脱藩フォトコンテスト～

　肱川支所裏の河原で、肱川・河辺幼稚園児による「ひ
な流し」が行われました。
　この行事は、中断されていた時期もありましたが、
肱川支部老人クラブのみなさんの強い思いから、約
20年前に復活し、今も継続されています。
　ひな流しに参加した園児たちは、お手製のひな人形
が水の流れに乗りゆっくりと流れていく姿を見て、手
を振りながら笑顔で見送っていました。

　大洲市観光協会河辺支部主催の第４回フォトコン
テストが開催されました。
　今回は坂本龍馬脱藩150年にちなみ「河辺龍馬脱藩
フォトコンテスト」と題し、市内全域での龍馬関連イ
ベントや観光施設、自然などの写真を募集し、市内外
から作品の応募がありました。
　応募作品は４月から８月まで、河辺ふるさとの宿で
展示されます。ぜひ、ご覧ください。

2 月18日㈪

3月 4日㈪
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お し ら せ

　大洲市観光協会では、「うかい」で活躍できる
鵜匠と船頭を募集しています。年齢・性別は問
いません。あなたも一緒に「大洲のうかい」を
盛り上げてみませんか？
▽鵜匠

【募集期間】 ４ 月 1 日～（随時）
【募集人数】 ２ 人
▽船頭

【募集期間】 3 月２₅日㈪～ ４月30日㈫
【募集人数】 ₅ 人
※詳しくは、下記までお問い合わせください。
【問い合わせ先】大洲市観光協会　☎２４︲２６６４

　大洲のうかい　鵜
う

匠
しょう

・船頭募集

　毎年恒例の沖浦観音春季大祭が行われます。
国指定重要文化財の木造十一面観音立像と桜の
名所で知られる沖浦観音祭りに、ご家族おそろい
でぜひご来場ください。

【日　時】 ４ 月1₇日㈬　午前11時～
【場　所】長浜町沖浦（萬松山瑞龍寺）
【内　容】観音法要、餅まき・福まき、
� 　大正琴、ベリーダンス、民謡

【問い合わせ先】
長浜支所　☎₅２－1111（内線33・3４）

　沖浦観音春季大祭

　

肱
川
風
の
博
物
館
で
は
、第
12
回﹁
版

画
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
作
品
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年
11
月
か

ら
今
年
１
月
末
ま
で
募
集
し
て
い
た
も

の
で
、
大
洲
市
内
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
か
ら
４
９
５
作
品
︵
一
般
の
部

１
５
２
点
、
中
学
生
以
下
の
部
３
４
３

点
︶
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
が
き
サ
イ
ズ
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ

た
木
版
画
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
ゴ

ム
版
画
な
ど
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
の

数
々
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
開
催
期
間
】

３
月
15
日
㈮
～
６
月
30
日
㈰

【
場　

所
】

風
の
博
物
館
︵
企
画
展
示
室
︶

　

肱
川
風
の
博
物
館

～
第
12
回
版
画
絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
の
ご
案
内
～

【
休
館
日
】
火
曜
日

︵
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
日
︶

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

︵
入
館
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

【
入
館
料
】

一　

般　

５
０
０
円
︵
３
０
０
円
︶

高
校
生　

２
５
０
円
︵
１
５
０
円
︶

小
中
生　

２
０
０
円
︵
１
５
０
円
︶

※︵　

︶内
は
15
人
以
上
の
団
体
料
金

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
風
の
博
物
館

☎
㉞
２
１
８
１

大
賞
／
中
学
生
以
下
の
部

大
賞
／
一
般
の
部
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Information

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
快
適
な
う
る
お

い
の
里
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
自
治

会
や
伝
統
芸
能
保
存
会
に
対
し
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
種
目
】

▽
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
︵
ミ
ニ
公
園
︶

　

…
広
場
、
土
俵
な
ど

▽
観
光
交
流
資
源
整
備　

　

…
観
光
地
、
景
勝
地
な
ど

▽
伝
統
芸
能
・
文
化
の
保
存
育
成

　

…
太
鼓
、
獅
子
舞
な
ど

【
補
助
対
象
団
体
】

　

協
議
会
お
よ
び
保
存
会
な
ど
で
、
組

織
が
明
確
な
団
体

　

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
開
発
途
上
国
で
、
現
地

の
人
と
協
働
し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、

国
づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

　

派
遣
期
間
は
原
則
２
年
間
で
す
が
、

短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
１
か
月
～
10
か

月
程
度
︶
も
あ
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
㈪
～
５
月
13
日
㈪

︵
当
日
消
印
有
効
︶

【
対
象
者
】︵
５
月
13
日
現
在
︶

▽
青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
～
39
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
人

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
～
69
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
人

【
締
切
日
】
５
月
13
日
㈪

シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
説
明
会
の
ご
案
内

　

シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
説
明
会
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
応

　

平
成
25
年
度
大
洲
市
う
る
お
い
の
里
づ
く
り

　

事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

【
申
請
方
法
】

　

事
業
計
画
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
企

画
調
整
課
、
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

用
紙
は
、
企
画
調
整
課
、
各
支
所
、

公
民
館
、連
絡
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
計
画
書
提
出
期
限
】

４
月
30
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
企
画
係

☎
㉔
１
７
２
８

募
資
料
の
配
布
、﹁
お
じ
い
さ
ん
と
草

原
の
小
学
校
﹂︵
84
歳
の
ケ
ニ
ア
人
が

小
学
校
に
行
く
実
話
を
描
い
た
作
品
︶

の
無
料
上
映
、
活
動
の
概
要
説
明
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
の
体
験

談
、
個
別
応
募
相
談
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

４
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

【
対　

象
】

▽
青
年
海
外
協
力
隊

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
場　

所
】

松
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

︵
コ
ム
ズ
︶
５
階
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︵
ジ
ャ
イ
カ
︶
四
国

☎
０
８
７
︵
８
２
１
︶
８
８
２
４

http://w
w

w
.jica.go.jp

獅子舞備品整備（天満区獅子舞保存会）

獅子舞備品整備（和田獅子保存会）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

～
世
界
も
、自
分
も
、変
え
る
仕
事
～
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お し ら せ
　

趣
味
養
蜂
家
の
増
加
な
ど
、
養
蜂
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
養
蜂
振
興

法
が
改
正
さ
れ
、
一
部
を
除
き
す
べ
て

の
飼
育
者
に
飼
育
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
届
け
出
が
必
要
な
人
】

▽ 

趣
味
、
仕
事
に
か
か
わ
ら
ず
、
巣
箱

を
設
置
し
て
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て

い
る
人
︵
自
家
消
費
の
み
の
人
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。︶

※ 

自
己
所
有
で
は
な
い
土
地
に
巣
箱
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、
土
地
使

用
承
諾
書
も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
届
け
出
が
不
要
な
人
】

▽ 

花
粉
交
配
用
に
使
用
す
る
目
的
で
、

必
要
な
期
間
の
み
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育

す
る
人

▽ 

野
生
の
ミ
ツ
バ
チ
の
自
然
巣
か
ら
、

ハ
チ
ミ
ツ
な
ど
を
採
取
す
る
人

【
届
出
方
法
】

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
林
水
産

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
の
用
紙
な
ど
は
、
愛
媛
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
農
林
水
産
課
で
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

城
山
公
園
は
、
平
成
14
年
に
都
市
計

画
決
定
し
た
都
市
計
画
公
園
で
す
。

　

市
で
は
都
市
計
画
決
定
以
降
、
順
次

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
公
園
利

用
者
の
移
動
の
円
滑
性
や
回
遊
性
を
高

め
る
た
め
、
都
市
計
画
決
定
変
更
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
公
園
区
域
の
一
部
と
都

市
計
画
上
の
位
置
付
け
︵
名
称
︶
の
変

更
を
行
う
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
の
﹁
説

明
お
よ
び
意
見
陳
述
会
﹂
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ミ
ツ
バ
チ
飼
育
者
は
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

�

大
洲
都
市
計
画
公
園（
城
山
公
園
）の
変
更
に
か
か

る
説
明
お
よ
び
意
見
陳
述
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
営
農
水
産
係

☎
㉔
１
７
２
７

※ 

改
正
養
蜂
振
興
法
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

 ︵
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
仕
事
・

産
業
・
観
光
↓
畜
産
業
↓
畜
産
業
振

興
↓
畜
産
関
係
情
報
↓
お
知
ら
せ
︶

【
日　

時
】

４
月
11
日
㈭　

午
後
７
時
～

【
場　

所
】
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
変
更
の
概
要
】

現　

在　
　
﹁
４
・
４
・
３
城
山
公
園
﹂

地
区
公
園　

面
積
４
・
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

←

変
更
後　
　
﹁
８
・
４
・
１
城
山
公
園
﹂

特
殊
公
園
︿
歴
史
公
園
﹀

　
　
　
　
　

面
積
４
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
２
４
４
︶

　

平
成
25
年
度
の
警
察
官
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　

試
験
日
程
や
試
験
科
目
な
ど
の
詳
細

お
よ
び
高
校
卒
業
程
度
の
人
の
警
察
官

採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
愛
媛
県
警
察
で
は
、
女
性
警

察
官
の
採
用
を
拡
大
す
る
方
針
で
、
女

性
警
察
官
の
採
用
比
率
を
高
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

【
試
験
区
分
】
警
察
官
︵
大
学
卒
業
︶

　

平
成
25
年
度
警
察
官（
大
学
卒
）募
集

【
受
験
資
格
】

年
齢
17
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
者
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

︵
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
︶

【
受
付
期
間
】
４
月
上
旬
～
下
旬
予
定

【
第
１
次
試
験
日
】

５
月
初
旬
～
中
旬
予
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
警
察
署
☎
㉕
１
１
１
１

http://w
w

w
.police.pref.ehim

e.jp/
ozu/
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Information

 

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
﹁
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
﹂
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

縦
覧
で
き
る
人
は
、
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
な
ど

で
す
。

【
期　

間
】
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

︵
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。︶

【
時　

間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
場　

所
】
税
務
課
お
よ
び
各
支
所

【
縦
覧
に
必
要
な
物
】

運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
委
任
状
を

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
時
】

　

更
正
の
請
求
を
し
て
正
し
い
税
額
へ

の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た
時

は
、
正
し
い
税
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

※ 

更
正
の
請
求
書
は
、
原
則
と
し
て
法

定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
時
】

　

修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い
税
額
に

修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

※
修
正
申
告
に
よ
り
、
本
税
の
ほ
か
に

　

平
成
25
年
度
土
地
・
家
屋
に
関
す
る
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　
確
定
申
告
の
修
正
な
ど
に
つ
い
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
手
数
料
】
無
料
︵
コ
ピ
ー
は
不
可
︶

 

課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
や
借
地
・
借
家
人
な
ど

の
権
利
関
係
の
あ
る
人
は
、
当
該
資
産

の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
閲
覧
期
間
・
時
間
・
場
所
お
よ

び
手
数
料
は
縦
覧
と
同
じ
で
す
。

※ 

権
利
関
係
の
あ
る
人
が
閲
覧
す
る
場

合
は
、
確
認
で
き
る
書
類
︵
登
記
事

項
証
明
書
・
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
︶

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
２
６
～
１
２
８
︶

延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
時
】

　

で
き
る
だ
け
早
く
期
限
後
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

期
限
後
申
告
を
す
る
と
、
本
税
の
ほ

か
に
加
算
税
お
よ
び
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
税
務
署

☎
㉔
３
１
１
５ 

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
︵
交
付
日
が
平
成
25

年
４
月
１
日
以
前
︶
を
受
け
て
い
る
人

が
軽
自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。

※ 

減
免
の
台
数
は
、
普
通
車
な
ど
も
含

め
て
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
台
限

り
で
す
。

【
対
象
車
両
】

① 　

障
が
い
者
︵
身
体
・
知
的
・
精
神
︶、

戦
傷
病
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

② 　

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
、
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
の

場
合
、
生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有

す
る
軽
自
動
車

③ 　

車
い
す
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置

な
ど
を
備
え
た
、
構
造
上
、
障
が
い

者
が
利
用
す
る
と
認
め
ら
れ
る
軽
自

動
車
︵
車
検
証
の
車
体
形
状
が
﹁
車

い
す
移
動
車
﹂
な
ど
の
記
載
が
あ
る

も
の
︶

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽ 

申
請
書
、
車
検
証
、
印
鑑
︵
認
め
印

で
可
。
た
だ
し
、朱
肉
使
用
の
も
の
︶

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
お
よ
び
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

▽ 

運
転
免
許
証
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の

原
本
︵
た
だ
し
、
前
記
③
の
軽
自
動

車
を
除
く
。︶

※ 

前
記
②
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以
外
に
も
﹁
健
康
保
険
証
﹂
ま

た
は
﹁
生
計
同
一
証
明
書
﹂
が
必
要

で
す
。

※ 

障
が
い
者
本
人
が
運
転
し
、
前
年
度

に
引
き
続
い
て
減
免
を
受
け
る
場
合

は
、
障
が
い
の
程
度
や
減
免
車
両
な

ど
に
変
更
が
な
い
限
り
、
郵
送
で
の

申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
日
に
つ
い
て

　

継
続
検
査
︵
車
検
︶
用
納
税
証
明
書

を
早
く
お
出
し
す
る
た
め
、
軽
自
動
車

税
の
口
座
振
替
日
が
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
日
】

５
月
27
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
１
２
５
︶
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お し ら せ
　

��

狂
犬
病
予
防
注
射
と

　

畜
犬
登
録
を
忘
れ
ず
に

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

日
程
表
の
会
場
で
、
犬
の
注
射
や
登
録

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

︵
で
き
る
だ
け
ご
自
身
の
住
所
地
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。︶

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
１
回
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
畜
犬
登
録
】

　

犬
に
鑑
札
を
つ
け
る
畜
犬
登
録
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。︵
平
成
７
年
度

以
降
に
登
録
を
済
ま
せ
た
犬
は
、
再
登

録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。︶

【
料　

金
】（
一
頭
に
つ
き
）

▽
予
防
注
射　

２
８
５
０
円

▽
登
録
料　
　

３
０
０
０
円　

　　

申
込
書
と
と
も
に
、
受
け
付
け
で
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　

日
程
表
の
期
間
中
に
注
射
や
登
録
が

で
き
な
い
場
合
は
、
指
定
動
物
病
院
へ

連
れ
て
行
く
か
、往
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
病
院
で
の
注
射
料
金
は
異
な

り
ま
す
。

【
市
内
の
指
定
動
物
病
院
】

く
ぼ
た
動
物
病
院
︵
新
谷
︶

☎
㉕
３
２
２
３

岡
ど
う
ぶ
つ
病
院
︵
中
村
︶

☎
㉓
１
５
１
１

ふ
じ
さ
わ
動
物
病
院
︵
東
大
洲
︶

☎
㉓
２
３
３
１

西
大
洲
動
物
病
院
︵
西
大
洲
︶

☎
㉓
３
３
０
３

上
一
動
物
病
院
︵
白
滝
︶

☎
�
０
１
５
８

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
５
８
・
１
５
９
︶

長
浜
支
所

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所

☎
㊴
２
１
１
３

　

我
が
家
の
愛
犬
は
、﹁
鼓
太
郎
﹂
と
い
い

ま
す
。
性
格
は
少
し
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
と
て
も
人
懐
っ
こ
く
て
、
大

切
な
家
族
の
一
員
で
す
。

　

鼓
太
郎
の
健
康
管
理
に
は
、
と
て
も
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
年
に
狂
犬
病
と
フ
ィ

ラ
リ
ア
︵
蚊
が
媒
介
す
る
寄
生
虫
︶
の
予

防
接
種
を
受
け
る
ほ
か
、
毎
日
、
朝
夕
欠

か
さ
ず
散
歩
を
す
る
こ
と
が
日
課
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
注
射
の
時
、
鼓
太
郎
は
暴
れ

て
手
を
焼
か
せ
ま
し
た
が
、
最
近
は
な
れ

て
き
た
の
か
、
以
前
の
よ
う
に
騒
ぐ
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
鼓
太
郎
と
接

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

肱川町宇和川
安川　良

よし

弘
ひろ

さん　鼓
こ

太
た

郎
ろう

（オス）

ルールを守って、
愛情としつけを。

それが飼い主として
　　　　の責任です。

住所・電話番号 飼い主の氏名 畜犬登録 犬の種類 毛色 性別 大きさ 犬の名前 犬の生年月日

大洲市

(　　　　　　　�区�)�
電話　　　－

有　無 オス�
メス

大型�
中型�
小型

年　　月　　日

有　無 オス�
メス

大型�
中型�
小型

年　　月　　日

　 ▽料　金（１頭につき）予防注射2,850円　畜犬登録3,000円
　　　（申込用紙と料金は会場でお渡しください。登録には飼い主の印鑑が必要です。）
　 ▽畜犬登録済の場合、確認のため犬鑑札を首輪に付けて来てください。
　 ▽お願い　①犬を自由に扱える人が連れて来てください。　�②引き綱は丈夫なものを使用し、首輪の点検をしておいてください。�
　　　　　　③注射・登録場所での犬のフンは、飼い主が責任をもって始末してください。�　④犬の体調が悪い場合は、当日獣医師に申し出てください。

狂犬病予防注射・畜犬登録申込用紙

き   り   と   り   せ   ん

広報大洲 ４月号 22



Information

大洲地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

４
月
15
日
㈪

打越集会所    ９ ：10 ～ ９ ：２₅
初尾集会所    ９ ：４₅ ～ 10：00
上須戒連絡所 10：10 ～ 11：00
八多浪集会所 11：２₅ ～ 11：₅₅
肱北公民館五郎分館 13：10 ～ 13：４0
大洲市総合体育館 13：₅0 ～ 1４：４0
肱北公民館 1４：₅0 ～ 1₅：30

４
月
16
日
㈫

肱北公民館田口分館   ９ ：00 ～ ９ ：₅0
市木集会所 10：00 ～ 10：４0
小鳥越集会所 10：₅0 ～ 11：1₅
中山東集会所 11：２₅ ～ 11：₅0
小倉集会所 13：1₅ ～ 13：30
父集会所 13：４0 ～ 1４：２0
裾野集会所（大竹分校跡） 1４：２₅ ～ 1４：４0
宇津集会所 1₅：00 ～ 1₅：30
菅田連絡所 1₅：４0 ～ 1６：２0

４
月
18
日
㈭

柳沢桐の目バス停   ９ ：00 ～ ９ ：２0
居場集会所 ９ ：30 ～ ９ ：４₅
田処商店（旧JA愛媛たいき田処店） 10：00 ～ 10：２0
柳沢連絡所 10：30 ～ 11：0₅
新谷第４部消防詰所横 11：２0 ～ 11：₅₅
徳森児童センター 13：10 ～ 13：₅0
菅田朝日集会所 1４：00 ～ 1４：４0
新谷中組お庵 1４：₅0 ～ 1₅：２0
新谷連絡所 1₅：30 ～ 1６：10

４
月
19
日
㈮

明日香集会所（ゲートボール場） ９ ：00 ～ ９ ：30
大根鳳林寺 ９ ：４0 ～ 10：0₅
平野公民館平地上分館 10：２₅ ～ 11：00
平野連絡所 11：1₅ ～ 11：₅0
長谷本谷集会所 13：２0 ～ 13：30
梅川集会所下道路広場 13：４₅ ～ 1４：00
野佐来集会所下道路広場 1４：２0 ～ 1４：４0
南久米連絡所 1₅：00 ～ 1₅：４0

４
月
25
日
㈭

大川第５部消防詰所横    ９ ：00 ～ ９ ：1₅
JA愛媛たいき蔵川支所裏    ９ ：２₅ ～ ９ ：４0
大川橋（森山側） 10：00 ～ 10：1₅
大川連絡所付近（大成保育所横） 10：２0 ～ 10：₅0
高山西集会所 11：30 ～ 11：４₅
久米公民館 13：10 ～ 13：₅0
只越2集会所 1４：00 ～ 1４：30
柚木観光駐車場 1４：４₅ ～ 1₅：0₅
大洲市民会館 1₅：２0 ～ 1６：00

４
月
26
日
㈮

峠集会所    ９ ：00 ～ ９ ：30
石仏集会所    ９ ：₅0 ～ 10：２0
三善連絡所 10：４0 ～ 11：４0
手成本村集会所 13：30 ～ 13：４0
中場集会所 1４：00 ～ 1４：30
八多喜連絡所 1４：４0 ～ 1₅：２0

河辺地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

５
月
10
日
㈮

上大成（集会所上三叉路） 8 ：４0 ～ 8 ：₅0 
中大成集会所下    8 ：₅₅ ～ ９ ：0₅ 
植松（藤原氏宅付近）    ９ ：10 ～ ９ ：２0 
植松中津線・松の久保分岐（市道）    ９ ：２₅ ～ ９ ：3₅ 
出合（郵便局付近）    ９ ：４0 ～ ９ ：₅0 
古宮（森氏宅付近） ９ ：₅₅ ～ 10：0₅ 
三久保集会所 10：10 ～ 10：２0 
宮谷集会所 10：30 ～ 10：４0 
日除集会所 10：₅0 ～ 11：00 
川上（三杯谷の滝付近） 11：0₅ ～ 11：1₅ 
山王（集会所付近） 11：２0 ～ 11：30 
川崎（岩井氏宅付近） 11：3₅ ～ 11：４₅ 
ふるさとの宿付近 13：00 ～ 13：10 
竹の瀬（三嶋建設付近） 13：1₅ ～ 13：２₅ 
神納（山岡氏宅付近） 13：30 ～ 13：４0 
一の瀬（佐伯氏宅付近） 13：４₅ ～ 13：₅₅ 
用の山（山田氏宅付近） 1４：00 ～ 1４：10 
寺藪（河都大橋付近） 1４：２₅ ～ 1４：3₅ 

肱川地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

５
月
９
日
㈭

中津集会所    ９ ：00 ～ ９ ：10 
予子林自治センター    ９ ：４0 ～ 10：00 
郷集会所 10：0₅ ～ 10：1₅ 
八重栗集会所 10：４₅ ～ 10：₅₅ 
旧JA愛媛たいき宇和川事業所倉庫前 11：00 ～ 11：２0 
道野尾（北川敬恒氏宅前） 11：3₅ ～ 11：₅₅ 
共栄集会所 13：10 ～ 13：1₅ 
瓜畦（富永加朗氏宅前） 13：30 ～ 13：４0 
瓜畦（団地ゴミ収集場） 13：４₅ ～ 1４：00 
協生集会所 1４：0₅ ～ 1４：1₅ 
中居谷集会所 1４：30 ～ 1４：４0 
嘉城集会所 1４：₅₅ ～ 1₅：0₅ 
羽座谷集会所 1₅：２0 ～ 1₅：２₅ 

５
月
13
日
㈪

小藪集会所 8 ：４0 ～ 8 ：₅0 
師走野集会所 ９ ：00 ～ ９ ：10 
旧JR白石車庫前 ９ ：２₅ ～ ９ ：3₅ 
広常集会所 ９ ：４₅ ～ 10：00 
大平集会所 10：1₅ ～ 10：3₅ 
森集会所 10：４₅ ～ 10：₅₅ 
硯（湖仙荘横） 11：0₅ ～ 11：10 
久下（久下登り口） 11：1₅ ～ 11：２0 
下鹿野川河原 11：30 ～ 11：₅0 
京造（冨永勲氏宅付近） 13：10 ～ 13：1₅ 
月野尾集会所 13：２₅ ～ 13：3₅ 
見の越集会所手前広場 13：４₅ ～ 13：₅0 
かわかみ荘(正面前の駐車場) 1４：0₅ ～ 1４：1₅ 
下嵯峨谷集会所 1４：3₅ ～ 1４：４₅ 
岩谷自治センター 1₅：00 ～ 1₅：1₅ 
下敷水バス停 1₅：２₅ ～ 1₅：30 

５
月
14
日
㈫

大谷自治センター 8 ：４₅ ～ ９ ：00 
予子林自治センター ９ ：２0 ～ ９ ：3₅ 
岩谷自治センター 10：0₅ ～ 10：２0 
旧JA愛媛たいき宇和川事業所倉庫前 10：₅0 ～ 11：0₅ 
下鹿野川河原 11：２0 ～ 11：４0 

長浜地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

４
月
11
日
㈭

白滝公民館柴分館 ９ ：00 ～ ９ ：30 
白滝公民館 ９ ：４0 ～ 10：10 
加屋集会所前 10：２0 ～ 10：₅0 
旧戒川小学校 11：10 ～ 11：30 
出石駅前 13：00 ～ 13：30 
大和公民館 13：４0 ～ 1４：10 
正面橋 1４：２0 ～ 1４：30 
相生橋 1４：４0 ～ 1４：₅0 
曲渕バス停 1₅：00 ～ 1₅：10 
元朝日バス停 1₅：２0 ～ 1₅：４0 
豊茂公民館 1₅：₅0 ～ 1６：２0 

４
月
12
日
㈮

黒田みかん集荷場 ９ ：00 ～ ９ ：1₅ 
JA愛媛たいき長浜給油所裏 ９ ：30 ～ ９ ：４₅ 
旧喜多灘小学校 10：00 ～ 10：30 
今坊友愛館 10：４0 ～ 11：00 
池内石油店前 11：10 ～ 11：４0 
出海公民館 13：10 ～ 13：４0 
櫛生福祉センター 13：₅0 ～ 1４：２0 
須沢バス停 1４：30 ～ 1４：₅0 
沖浦公民館 1₅：00 ～ 1₅：２₅ 
長浜体育館 1₅：30 ～ 1６：２0 

５
月
17
日
㈮

白滝公民館 ９ ：00 ～ ９ ：４0 
大和公民館 ９ ：₅0 ～ 10：30 
豊茂公民館 10：４₅ ～ 11：２0 
出海公民館 1２：₅0 ～ 13：２0 
櫛生福祉センター 13：30 ～ 1４：00 
今坊友愛館 1４：２0 ～ 1４：₅0 
長浜体育館 1₅：00 ～ 1６：00 

狂犬病予防注射と畜犬登録の実施日程
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【
規
制
日
時
】

４
月
15
日
㈪
～
18
日
㈭

午
後
８
時
～
翌
日
午
前
６
時

【
迂
回
路
】

県
道
伊
予
川
内
線
お
よ
び
国
道
56
号

▽
大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
間

　
（
２
夜
間
）

【
規
制
日
時
】

５
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

午
後
８
時
～
翌
日
午
前
６
時

【
迂
回
路
】
国
道
56
号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
︵
９
０
５
︶
０
１
８
１

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
各

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
な
ど
に
配
置
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
／
工
事
規
制
情
報

http://w
w

w
.w

-nexco.co.jp/traffic_
info/

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

原
告
団
弁
護
団
と
国
と
の
間
で
、
被
害

者
救
済
に
つ
い
て
基
本
合
意
が
成
立
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
被
害
に
対
し
て
、
和
解
金
が

支
払
わ
れ
る
救
済
手
続
き
が
開
始
さ
れ

て
い
て
、
今
回
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

︵
予
約
不
要
・
無
料
︶

【
日　

時
】
４
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁
護
団

︵
担
当　

鈴
木
︶

☎
０
８
２
︵
２
２
７
︶
２
２
０
０

　

大
洲
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
下
記
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

お し ら せ

無料法律相談
時　 ４月18日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　 ４月 ₅日㈮ ･ 1６日㈫ ･ ２₅日㈭
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ４月11日㈭
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎08９－９２₅－₅10₅

人権相談
大洲地域
時　 ４月1９日㈮　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２階）
問　急ぐときは法務局大洲支局　
　　☎0₅₇0－003－110
    市役所人権啓発課
  　☎２４－1₇４６

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ４月1９日㈮　午前 ９時～正午
場　市役所 1階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎２４－1₇２４
長浜地域
時　 ４月２６日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎₅２－1111
肱川地域
時　 ４月 ₅日㈮
　　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 ４月10日㈬　午前 ９時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－２11２

不動産無料相談
時　 ４月1₅日㈪
　　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２₅－1₇４₇

　

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

﹁
表
示
登
記
の
日
﹂
の
行
事
と
し
て
、

愛
媛
県
司
法
書
士
会
と
共
催
で
、
無
料

登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
土
地
・
建
物
の
登
記
、

土
地
の
境
界
問
題
、
相
続
な
ど
を
中
心

に
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

【
日　

時
】
４
月
６
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
９
︵
９
４
３
︶
６
７
６
９

愛
媛
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
９
︵
９
４
１
︶
８
０
６
５

▽
松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
Ｉ
Ｃ
間（
４
夜
間
）

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

４
月
11
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

【
場　

所
】
肱
南
公
民
館
大
ホ
ー
ル

【
講　

演
】

﹁
草
の
根
か
ら
の
国
際
交
流
﹂

【
講　

師
】
池
田　

啓け
い

子こ

氏

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
央
公
民
館

☎
㉔
１
７
３
５

　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
主
に
寝
室
で
す
が
、
寝

室
が
２
階
以
上
の
場
合
は
、
階
段
の
上

部
に
も
設
置
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
住

宅
の
形
態
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
感
知
器
の
種
類
は
、
煙
感
知

器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
��「

表
示
登
記
の
日
」
無
料
登

記
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

松
山
自
動
車
道

　
夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

��

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

　

��

～
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

�

Ｂ
型
肝
炎
被
害
者
救
済
説

明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

�

２
０
１
３
年　

大
洲
ユ
ネ
ス
コ

協
会
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝ ４月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館します。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索が
できます。

（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　日本人なのに「和」のことを
知らなさすぎませんか？�すべて
を受け入れる深い懐と太い芯を
持つ和の神、季節を織り込んだ
繊細な和菓子、美しく響く和語
などを、イラストでわかりやす
く紹介する。

　江戸時代最後の年、倒幕と尊
王にゆれる日本海の隠岐島で、
若き庄屋が、農民3000人を集め
て蜂起。圧政の松江藩を追放し、
世界初の自治政府を始めた…。
『小説宝石』連載を改稿し、書き
下ろしを加えて単行本化。

　あれ、なんのぎょうれつ？�
ならんでみたら、思ってい
たよりも長くて…。細かく
描きこまれた、たくさんの
おもしろい人たちのぎょう
れつを楽しむ絵本。

ほんとうの「和」の話
広田�千悦子著　出版：文藝春秋

神と語って夢ならず
松本�侑子著　出版：光文社

ぎょうれつ（絵本）　
中垣�ゆたか作　出版：偕成社

　 ４ 月２3日は「子ども読書の日」です。これは、国民
の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を
深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意
欲を高めるため、平成13年1２月に法律で定められたも
のです。この日を中心に、全国各地でさまざまな催し
が行われています。
　また、 ４月２3日から ₅月1２日までは「第₅₅回こども
の読書週間」です。今年の標語は「たくさん読んで　
大きくなあれ」です。期間中、大洲市立図書館 ２ 階の
児童書コーナーとヤングアダルトコーナーで、愛媛県
立図書館が紹介する「子どもにおすすめの本」を展示
します。昨年一年間に発行された子どもの本の中から、
幼児～中学生の年齢に応じて選ばれた本です。みなさ
んも、たくさん読んで大きくなりましょう。
　大洲市立図書館コミュニティホールでは、 ４月２₇日
㈯午後 ２時30分から、3歳～ ６歳程度を対象とした「お
はなし会」も開催します。ぜひ、遊びに来てください。

子ども読書の日とこどもの読書週間

４月展示

一般：『懐かしの昭和』

　古き良き時代の昭和。いつでも何でも簡単に手に入る
現代と違い、決して物が豊かにあったわけではありませ
んが、人情にあふれどこか温かいあの時代。昭和という
時代に生まれ育ち生きてきた人も、昭和を知らない人も、
「懐かしの昭和」にタイムスリップしてみませんか。図
書館では昭和の暮らしが分かる本や、昭和を生き抜いた
人々が書いた本の展示と貸し出しを行います。

児童：�『入園・入学おめでとう！』

　入園・入学おめでとうございます！ ４ 月から通うこ
とになる保育園や小学校は未知の世界、楽しみだけど
……「新しい友達できるかな？」「学校ってどんなとこ
ろ？」ちょっぴり心配。でも、大丈夫。心配ないよ！
図書館では、保育園や学校を舞台にした、ゆかいな本
の展示と貸し出しを行います。きっと、保育園や学校
に行くのが楽しみになるはずです。

広報大洲 ４月号25



保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

４月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
９日㈫

午後 １時～
１時30分

大洲市
保健センター

４か月児健診　　　（24年11月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類10日㈬ 10か月児育児相談（24年 ６ 月生）

16日㈫ 1歳 ６か月児健診（23年 ９ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ23日㈫ ３歳児健診　　　　（22年 ３ 月生）

７ 日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎08９3︵２₅︶₇₇10

14日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎08９４︵６２︶６801

21日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎08９3︵２3︶0₅10

28日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎08９４︵２４︶11９９

29日㈪ さ わ い 小 児 科 医 院 （中　　村） ☎08９3︵２４︶₇₅30

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

予防接種のお知らせ～4月1日から変更になります～

診
療
体
制
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
市
立
大
洲
病
院

≪結核予防接種≫
　BCGワクチンの接種対象者の変更について、従来は生後６か月に至るまでの間となっていましたが、
生後１歳に至るまでの間（１歳の誕生日の前日まで）に変更になります。
　標準的な接種期間は、生後５か月～８か月に達するまでです。
≪日本脳炎予防接種≫
　平成７年４月２日～５月31日に生まれた人で、日本脳炎の定期予防接種の接種機会を逃した人は、未
接種分を接種することができます。（２0歳未満まで）

　

４
月
か
ら
の
外
来
診
療
は
、
皮
膚
科
の
診
療
日
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。
木

曜
日
の
診
療
が
水
曜
日
に
変
更
と
な
り
、
週
間
で
は
皮
膚
科
﹁
火
曜
・
水
曜
・

金
曜
﹂
の
診
療
と
な
り
ま
す
。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 備　　　考
内　　 科 診療 診療 診療 診療 診療 肝臓外来：第2・4・5水曜日
神 経 内 科 休診 休診 休診 診療 休診 月2回の診察
外　　 科 診療 診療 予約のみ 診療 診療
整 形 外 科 診療 診療 診療 休診 診療 初診は午前10時30分から
泌 尿 器 科 診療 診療 診療 診療 診療
眼　　 科 休診 診療 休診 休診 診療 受け付けは午前10時30分まで
耳鼻咽喉科 診療 休診 診療 休診 診療
皮 膚 科 休診 診療 診療 休診 診療
※診療受付時間は、午前８時15分～ 11時30分です。
※休診日は、土日・祝日および年末年始です。
※担当医の変更、休診の場合がありますので、事前にお問い合わせください。

　大洲病院では、診療の安全向上を目的
に、当院で受診または入院される患者さ
んについて、現在内服されている薬を確
認しています。
　これは、当院で使用していない医薬品
を服用されていた場合の対応や、検査・
手術前に中止すべき医薬品の確認を行う
ためです。
　ご協力をよろしくお願いします。 

【持参していただくもの】
▽ 現在飲まれている薬・貼り薬・インス

リンなど（特に血液をサラサラにする
薬を飲まれている人は出血の危険性が
あるため、中止していただくことがあ
ります。）

▽お薬手帳
▽栄養補助食品（サプリメント）

【問い合わせ先】市立大洲病院 ☎24－2151

内服薬確認のお願い

広報大洲 ４月号 26



心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金〜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、いずれも祝日・年末年始は除きます。）

うかい・いもたき
お食事処・仕出し

大洲市田ノ口甲392-6

TEL.0893-24-4046　FAX.0893-24-4890

ホテルウエストリバー

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　�月～金　午前 8時30分～午後 ₅時1₅分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎２４－２111 ︵内線18₅ ･ 188︶

《家庭教育・子育て相談》
時　�火・木・金曜日の午前 ９時～午後 ４時
場　�喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４₅80

▽�ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～木　午前 8時30分～午後 ₅時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館3階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　�月～金　午前 8時30分～午後 ₅時1₅分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２４－₇830

▽物忘れ相談
時　 ４月２４日㈬　午後 1時30分～ ２時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 ︵内線1６９ ･ 1₇６︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　�一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２・ ４・ ₅火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ ４時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－₅６２９
長浜地域
時　 ４月２６日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎₅２－11９４
肱川地域
時　 ４月 ₅日㈮　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　 ４月10日㈬　午前 ９時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－２₅10

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　０８９３（２３）１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　大洲臥龍太鼓保存会

     リーダー　稲田　啓
けい

三
ぞう

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲臥龍太鼓保存会は、大洲青年会議所の「まちおこ
し事業」の一環として結成されました。その後、昭和63
年に独立し、現在は12人のメンバーで活動を行っていま
す。
　主な活動は、市内で行われる各種イベントへの参加で、
年10回程度、臥龍太鼓を披露しています。現在、披露で
きる曲目は３曲ありますが、愛媛県は太鼓の保存会など
が全国でも最も多い県の一つと言われ、太鼓の音になれ
ているため、聴いていただく人が、飽きることのないよ
う、見せ方などを工夫しています。
　太鼓の一番の魅力は、太鼓の「ばち」をさばく時に響
く音が直接、体に伝わってくることで、生きていること
が実感できます。また、太鼓の音に包まれることで、文
字通り、鼓動を全身で感じることができます。後継者の
確保は、他の団体と同じように厳しいものがありますが、
まずは現状を維持し、臥龍太鼓を多くのみなさんに聴い
てもらいたいと思います。
　今後は、少人数でも披露できる曲を作り、活動の幅を
広げていきたいと思います。また、他の保存会と連携し、
太鼓の普及にも努めていきたいと考えています。
　大洲臥龍太鼓保存会では、年齢・性別を問わずメンバー
を募集しています。興味のある人は、気軽に声をかけて
みてください。
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南予地域で働く皆さんの味方です。

労働問題等でお困りの方は南予地協まで

0120-154-052

TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

宇和島市中央町２丁目４番10号
連合愛媛南予地域協議会

秘密厳
守rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp相談：
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大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売


